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「陸軍隈庄飛行場弾薬庫」の保存及び指定等について（要望）

早春の候、貴職におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
かねてより本会の「平成２８年熊本地震での未指定文化財の復旧・復興」「戦争の実相と平和

の大切さをつたえる諸活動」にご理解賜り、感謝申しあげます。

さて、平成２９年３月２０日くま戦跡ネット第１８号で要望しました「“陸軍隈庄飛行場油倉
庫・弾薬庫”の震災遺産としての部分保存及び指定等について」、並びに、平成２９年８月７日
くま戦跡ネット第２３号で要望しました「“陸軍隈庄飛行場油倉庫”の震災遺産としての部分保
存について」の件につきましては、丁寧にご対応いただき、平成２９年１２月末に、同油倉庫の
小型部材等を熊本市文化財資料室に保管・管理いただき感謝申し上げます。
今後の利活用等につきましても、本会としてご協力をいたす所存でございます。

一方、現地に残されました「油倉庫壁材・屋根材等の大型資料」につきましては、資料室等へ
の移動が困難でした。そこで、１月に説明看板等を移設しました同「弾薬庫」隣接敷地内に移転
し、展示ができますように、地元「城南町観光ボランティアの会」と準備等を進めております。

なお、同弾薬庫につきましては、所有者による「陸軍隈庄飛行場弾薬庫の指定等の要望」書が
平成２９年３月２０日に提出済みです。
つきましては本件が速やかに進展しますように、地域住民等からの趣旨賛同を得ましたので、

下記署名を提出いたします。

記

○署名提出 「陸軍弾隈庄飛行場の油倉庫と弾薬庫を保存してください」 ８４５筆

○要望事項 陸軍隈庄飛行場弾薬庫の「熊本市指定文化財もしくは国登録文化財」としての保存
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